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要  旨  

都市計画道路６号線が整備される曽根新田地域は、低平地で海岸線に

接しており、朽網川、貫川、大野川、竹馬川の４つの河川が流れている。  

この地域が満潮時にゲリラ豪雨に見舞われれば、河川や水路、潮遊溝

の水位が上昇し、家屋への浸水、さらには水田の過冠水など大きな被害

が生じる。道路整備に伴い市と地元で合意した現行の浸水対策だけでは

不安は消え去らない。  

異常気象等による豪雨被害から住民を守り、特に高齢者や子供が安全･

安心に生活できる地域をつくるため、朽網川及び貫川河口付近の潮遊溝

に水を強制排水する恒久的なポンプ場を設置していただきたい。  
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